
Catalinbread / Zero Point
カタリンブレッド / ゼロポイント

■特徴
スルーゼロフランジャーを再現

オープンテープデッキのサウンドを再現

当時のオープンテープを模した画期的な操作性

■ブランド紹介
Catalinbread（カタリンブレッド）はアメリカ、オレゴン州ポートランドで様々な
エフェクターを製作しています。
Catalinbread では、様々なヴィンテージ機材、そして数々のアーティストの「音」
そのものを研究し、そこにどんな機材が使われ、どんなプレイやセッティングだっ
たのかを徹底的に分析しています。
その過程を経て作られる Catalinbread のエフェクトペダルを使うと、最良の状態を
保った伝説の機材が足下に甦ったかのような音色を作ります。
さぁ、次はあなたが次の伝説を作り上げる番です。

定価：オープンプライス
JANコード：4560440837889

※価格、その他商品に関するご質問等ございましたらお気軽にお問い合わせ下さい。

■商品説明
Catalinbread Zero Pointは、フランジャーの起源である“スルーゼロフランジャー”を、コンパクトペダルという領域の中で可能な限り再現したペダ
ルです。

Zero Pointは、かつてスタジオでオープンリールテープを触って起こしていた操作に最も近づいたフランジャーペダルです。本来のスルーゼロフラ
ンジャー同様、Zero Pointは“リアルタイムエフェクト”です。多くのモジュレーションエフェクトとは決定的に違います。そこにはLFOも、設定ど
おりのアップダウンスウィープもありません。80年代に使い古されてしまった“フランジャーエフェクト”とは全く違います。
だからこそ、Zero Pointにノブやトグルスイッチは必要ありません。両手で楽器をプレイしながら操作できるコンパクトペダルとして進化していま
すが、当時のスルーゼロフランジャー同様、テープの縁を押す、それが唯一のコントロールとなるのです。

Zero PointをONにすると、2つのディレイラインが有効になります。片方のディレイにうっすらとモジュレートをかけることで、2つのテープマシ
ンを同時に動かした時に生まれるコムフィルタをシミュレートします。そして、モメンタリースイッチの“Flange Push”スイッチを押し、そのまま
ホールドすると片方のディレイラインが、もう片方のディレイに対してゆっくりとタイムシフトし、シグナルがキャンセルされるまで動きます。
位相がキャンセルされるゼロポイントを作り、Flange Pushスイッチをリリースすればまた元のディレイラインに戻ります。まさに古いレコードで
聴いた、不思議な感覚になるスルーゼロフランジャーです。今となっては、オープンリールテープを使わない限りレコーディングでも聴くことが
できなくなってしまいましたが、Zero Pointにより、またあの音を手軽に聴くことができるようになりました。

Zero Pointは、電源が入るとアディクティブモード（正位相）となり、位相をキャンセルせず、テープライクなアナログトーンのまま、強すぎない
フランジャーをかけることもできます。Flange Pushスイッチを押しながら電源を入れるとZero Pointはインバーテッドフェイズモード（逆位相）
となります。これは位相をキャンセルすることでよりドラマティックな効果を作るサブトラクティブフランジモードです。必要な音色に合わせて
設定することができます。

エフェクトの接続順には制約が無く、自由にルーティングをすることができますが、Zero Pointは、まずは特にお好みの歪みペダルの後に接続して
みてください。Zero PointをONにすると、オープンリールテープの持つコンプレッションとテープライクなハーモニクスが加わります。そして同
時に、本物のテープマシンのモーター動作にムラがあるように、ほんの少しの揺れが加わります。
そしてFlange Pushスイッチを踏んでプレイすれば、このペダルがただのフランジャーではないことが分かります。このペダルは、まさにパラダイ
ムシフトを起こそうとしています。誰しもが必要とするペダルではないかもしれませんが、当たり前だと思われていたフランジャーを元の姿に戻
し、それが全く新しい自分だけの音色を創造する、それがZero Pointフランジャーです。

※文章・画像を許可なく複製、転載することはご遠慮ください。 正規輸入代理店　株式会社 LEP INTERNATIONAL

お問い合わせ　　world.9v@gmail.com


